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　３月16日、町と熊本大学は、半導体関連分野への対応をはじ
めとした教育・研究、人材育成などにおいて相互に連携・協力す
ることを目的に、地域連携協定を締結しました。
　本協定では、半導体関連分野に対応した教育や研究、人材育成
の推進をはじめ、熊本大学共創学環の教育活動との連携、研究機
関などの立地および集積など、幅広い分野での協力を進めていき
ます。
　町では、半導体関連企業の立地が進み、地域の産業や社会環境
が大きく変化しています。今回の協定を通じて、大学の知見や研究力を生かしながら、次世代を担う人材の育成に
つなげ、新たなまちづくりを進めていきます。

半導体関連分野の連携を図る
熊本大学と地域連携協定を締結しました
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　１月16日、菊陽北小学校のクラブ活動にて、㈱オジックテクノロジー
ズによる出前授業を開催しました。これはくまもと半導体グリーンイノ
ベーション協議会人材育成部会による次世代育成の取り組みです。
　児童は、半導体装置に欠かせないめっきの役割を学んだ後、班ごとに
実験に挑戦。真剣な表情で変化を観察する中、あちこちから驚きの声が
上がりました。地元の高度な技術を体感したこの一日は、科学や地域産
業への好奇心を育む貴重な機会となりました。

半導体の高度な技術を体感
くまもと半導体グリーンイノベーション協議会による出前授業in菊陽北小

前のめりに説明を聞く参加者

　１月29日、㈱鹿児島銀行が、「かぎんＳＤＧｓ推進医療機関債」
の一環として、社会医療法人熊本リハビリテーション病院の意向
を受け、町内小・中学校８校へ学校図書96冊を寄贈しました。
　寄贈式では、桑
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病院長から「子どもたちの知識や想像
力を育む一助になればと思い寄付した」とあいさつがあり、吉本
町長は「多様な価値観に触れ、夢や可能性を広げる機会となる」
と感謝を述べました。

学校図書のプレゼント
㈱鹿児島銀行から寄贈

左から桑原熊本リハビリテーション病院長、
吉本町長、帖

ちようさ
佐㈱鹿児島銀行熊本支店長

　１月31日、県立総合体育館で青森ワッツとの試合が行われ、
多くの町民の皆さんが応援に駆けつけました。これは、町と熊本
ヴォルターズが締結している「『スポーツの力』で『地域の活力』
を創造する連携協定」に基づき、町民300人を無料招待したもの
です。
　この試合は、B

ブ ラ ツ ク
LACK V

ヴ オ ル フ エ ス
OLFESとして開催し、多くの人が来場

しており、会場が黒く染められとても盛り上がっていました。
　当日、熊本ヴォルターズは町民の皆さんの熱い声援を背に青森
ワッツを破り、見事５連勝を果たしました。

町民の後押しで５連勝達成
熊本ヴォルターズ町民応援デーを初開催しました

客席は満員で、白熱した試合の様子
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力走でたすきをつなぐ
第52回郡市対抗熊日駅伝が開催されました

駅伝に出場した菊池郡市チーム

　２月８日、第52回郡市対抗熊日駅伝が、天草市陸上競技場～熊本市上通アーケード前をコースとする全18区間
（100.5㌔㍍）で開催されました。とても厳しい寒さの中、菊池郡市チームは総合３位という結果でした。８区を
走った藤川遥さん、15区を走った佐藤大和さんが区間賞を獲得されました。
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町関係の出場者

　３月７日、菊陽町シルバー人材センターの会員と職員約80人が
役場周辺で清掃活動を行いました。
　この活動は、地域社会への貢献とセンターを地域住民の皆さんに
広く知ってもらうために、年２回実施しているものです。
　今回は役場前植栽帯の除草および庁舎内の剪

せん
定
てい
、周辺のごみ拾い

を行いました。

地域をより美しく
シルバー人材センターが清掃活動

手分けして清掃活動に取り組む

　２月22日、町ジュニアリーダーの閉講式を中央公民
館で開催しました。参加した８人のリーダーは、１年間
の活動で培った力を発表するとともに、支えてくれた家
族への感謝を込めて、ネイチャーゲームや防災食でもて
なしを行いました。防災食では、パッククッキングによ
るおでんづくりや、空き缶を再利用した炊き込みご飯づ
くりに挑戦しました。
　ジュニアリーダーは、年間18回の活動を通して多様
な経験を積み、地域や学校で活躍するためのスキルを身
に付けました。
　参加したリーダーの１人は、「１年間の活動を通して、
人と関わることや町を支えることができて楽しかった。
子ども会大会の運営補助では、バルーンアートやゲーム
を通して子どもたちの笑顔やさまざまな表情を見ること
ができた。また、１年前は参加者として競技していた自
分が、今はジュニアリーダーとして活動していることに
喜びを感じた」と、１年間を振り返りました。

１年間の集大成と家族への感謝を込めて
町ジュニアリーダー閉講式

１．閉講式を終え、笑顔あふれ
るジュニアリーダーたち

２．防災食（パッククッキング）
を作る様子

３．ネイチャーゲーム進行の様子

１２

１３

１１

　２月１日、町総合体育館で菊陽町子ども会ドッヂビー大会を開催しました。町内の子ども会から15チーム、総
勢112人が参加し、Ａパート（リーグ戦）とＢパート（Ａブロック・Ｂブロック）に分かれて試合が行われました。
ドッヂビーとは、ドッジボールとフリスビーを組み合わせたスポーツで、ウレタン製の柔らかいディスクを使用す
るため、安全に楽しめるのが特徴です。試合では、仲間と声を掛け合いながらディスクをつなぎ、白熱した試合が
繰り広げられました。
　試合を重ねるごとに動きも活発になり、最後まで諦めずにプレーする姿が印象的でした。白熱したプレーの連続
に、会場は大きな声援と拍手に包まれました。また、町ジュニアリーダーも準備や運営を行い、大会を支えました。
他地区の仲間との交流も深まり、思い出に残る一日となりました。
　大会結果は次のとおりです。
　【Ａパート（低学年）】　　　　　　　　【Ｂパート（全学年）】
　 優　勝　沖野Ａチーム（沖野）　　　　優　勝　緑陽台バード（緑陽台）
　 準優勝　緑陽台ウインド（緑陽台）　　準優勝　チームs

し も ば る
himobaruモンスターズ（下原）

　 第３位　緑陽台ムーン（緑陽台）　　　第３位　チームＢ
ば　　ば
ＡＢＡ（馬場）

熱戦！子ども会ドッヂビー大会
第13回菊陽町子ども会ドッヂビー大会

狙いを定めてスロー！Ａパート優勝「沖野Ａチーム」 Ｂパート優勝「緑陽台バード」

地域ボランティア賞受賞地域ボランティア賞受賞
　熊本善意銀行の2025年度地域ボランティア賞の９団体が発表され、代表として武蔵ヶ丘７町内の
「ほほえみの会」に１月21日、表彰状と助成金が贈られました。
　ほほえみの会は、2006年（平成18年）12月に発足。顧問男性１人、女性メンバー10人で、毎週水
曜日に「きくちゃん体操」という、いすに座ってできる健康体操を行っています。毎回25～６人参加、
90歳以上が６人、最高齢99歳で、参加者全員が生き生きと過ごしています。また、同会は、月１回
のサロン運営や各団体との交流、施設訪問なども実施し、ハンドベル演奏なども行っています。

　２月６日、文部科学省で行われた表彰式で、子ども会会長井
い

手
で
上
うえ
裕
ゆう
一
いち
さんが青少年教育の部、くまもと家庭教育支援チーム

「チーム菊陽」が家庭教育支援チームの部、菊陽北小学校ＰＴＡ
が優良ＰＴＡの部で受賞されました。長年にわたる継続的なご
尽力と大きな貢献が、今回の表彰の大きな決め手となりました。
表彰を受けた３人は吉本町長や二殿教育長へ受賞の報告を行い
ました。

長年の貢献をたたえる
文部科学大臣表彰を受賞

井手上会長（左）内
うち
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だ
トレーナー（中央）島

しま
田
だ
校長（右）
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